
＊＊＊＊＊ 大堰 災害との闘いの歴史 ＊＊＊＊＊

１５９１年 今から約４３０年前に、 伊達政宗公が米沢から岩出山に居城を

移し、内川の整備を命じました。そこに十分な水を引き込むために縦

１４．４ｍ､横９ｍの大きな木造の堰を造りました｡それが当時としては､

非常に大きかったので「大堰」と呼ばれるようになりました。

１９０９年 大堰が造られた後、大洪水が起こるたびに大堰は破壊され、その度に多くの労力

や費用をもって復旧工事を行わなければなりませんでした。明治時代も終わりに近い、

１９１０年（明治４３年）、大堰を江合川の流れが安定している上流側に移設することに

なりました。その後､１９２２年（大正１１年）木造であった堰がコンクリートに造に改修さ

れましたとしました。

１９４７年 コンクリートで強固な造りになった大堰でしたが､戦後に未曽有の台風が日本を襲

～１９４８年 撃し、大堰もその被害をまともに受けてしましました。１９４７年（昭和２２年）のカスリン

台風と１９４８年（昭和２３年）のアイオン台風によって、堰体が損壊し流出し取水が全

くできなくなりました。

１９４９年 台風によって大堰が流出したので、農家の人達は、土嚢を積み上げて、何とか取

～１９５１年 水できるようにしましたが早期の本格復旧は簡単ではありませんでした。

その後、災害復旧工事が始まり１９５１年（昭和２６年）に完成しました。

１９６７年 施設の老朽化や土砂吐機能を正常に確保する必要から特別団体かんがい排水

事業により改修を行い、現在の大堰頭首工の姿になりました。

２００５年 それから約４０年経過してコンクリートのひび割れやコンクリートの欠損

箇所が目立ってきました。 国営かんがい排水事業により２００３年から

大堰頭首工の表面のコンクリートを３０ｃｍ削って、新しいコンクリートで

補修する工事を行い２００５年に完了しました。同時に魚が登りやすい

ように魚道も改修しました。
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世界農業遺産

大崎耕土

内川の取水源である大堰は伊達政宗公が洪

水防止と農業用水確保のために、木造の「大き

な」樋門を作ったのが始まりです。

度重なる台風等の被害に遭いながらも地元

関係者等の尽力により復旧を繰り返してきました。

現在も大崎耕土の約3,300haに用水を供給す

る重要な農業水利施設として機能を果たしてい

ます。

世界農業遺産 大崎耕土 概略図

大崎地域世界農業遺産推進

協議会のHPでは様々な関連情

報を掲載しています。
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【岩出山城と内川】

岩出山城・東の物見付近を

内川から見上げると、天然の要

害として機能し敵を寄せつけな

い地形となっていることが分かり

ます。

⑥緒絶川

【三方分水工】

用水の配分は、

歴史的に見ても農

家にとっても非常

に重要な作業で

す。ここ三方分水

工で三方向に用

水が配分されます。

【内川第一幹線用水路】

国営かんがい排水事業「大崎西部地区」

により整備された内川第一幹線用水路です。

歴史・景観・生態等に配慮した岩出山市

街区間の整備と比較すると経済的なコンク

リート水路の整備になっています。

【二の構（にのかまえ）橋】
一の構の内側に位置したので、

内川の名称由来となりました。こ

の付近の南側に二の構が有った

ので橋梁の名称になっています。

【錦鯉がおよぐ枝水路】

内川の流れは住民の憩いの場

でもあります。生活に豊かな水の恵

みを取込み美しい景観を醸成して

います。

【牛洗い淵ポケットパーク】
内川の水路護岸は、天然石で整備さ

れ歴史・景観に配慮されました。水路周

辺も政宗の川にふさわしく公園や遊歩道

を備えています。

【内川の流れ】

城下町の風情が残る有備
館から岩出山市街近辺は歴

史の香りを漂わせながら満々

と流れる内川が流れています。
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5 【緒絶川】
内川の水は、大

崎市古川市街ま

で到達し緒絶川

の流れとなります。

緒絶橋付近では

平安情緒を感じら

れます。
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【松沢川と合流】
大堰で取水後、水路トンネルで通水し、松沢川と

合流して内川の流れになります。

１
【大堰頭首工】
大堰で取水し

た後、水路トンネ

ルで通水し、松

沢川と合流して

内川の流れにな

ります。
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内 川・大 堰 周辺地域の概略
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【水力発電所跡】
１９１２年（明治４５

年）建設の水力発電

所の跡です。
北部地方振興事務所

農業農村整備部HP

巧みな水管理施設の歴史

等を水物語として掲載して

います。
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